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医療法人 医仁会

附属施設/医仁会武田総合病院リハビリセンター
〒601-1439　京都市伏見区石田森東町27-1
TEL.075-572-5139　FAX.075-571-8877

疾病予防センター
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町28-1
TEL.075-572-6365

医仁会武田総合病院
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町 28-1 （地下鉄石田駅 ・ 外環状線沿）
TEL.075-572-6331　FAX.075-571-8877

救急告示病院・臨床研修指定病院・卒後臨床研修評価機構認定病院・
歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・日本医療機能評価機構認定病院・
京都府がん診療推進病院

精華町国民健康保険病院
〒619-0241　京都府相楽郡精華町祝園砂子田7番地（JR祝園駅 ・ 近鉄新祝園駅前）
TEL.0774-94-2076　FAX.0774-93-2818

指定管理者 医療法人 医仁会　救急告示病院

老人保健施設 白寿 ※☆
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-8207　FAX.075-572-8726

京都市下京区地域介護予防推進センター ☆
〒600-8223　京都市下京区七条通西洞院西入る南側大黒町227 第2キョートビル5階
TEL.075-361-1060　FAX.075-361-0901

老人保健施設 いわやの里 ※☆
〒607-8177　京都市山科区大宅古海道町52
TEL.075-572-1811　FAX.075-572-1880
指定管理者 医療法人 医仁会
辰巳診療所
〒601-1345　京都市伏見区醍醐外山街道町21
TEL.075-571-8545　FAX.075-571-8555

医療法人 財団 医道会
回復期リハビリテーション病棟・救急告示病院・開放型病院・日本医療機能評価機構認定病院

〒601-8107　京都市南区上鳥羽南唐戸町７番地 Ｋビル１階 表・中号
TEL.075-671-2415　FAX.075-671-2435

十条訪問看護ステーション ☆

十条武田リハビリテーション病院
〒601-8325　京都市南区吉祥院八反田町32（十条新千本角）
TEL.075-671-2351　FAX.075-671-2961

緩和ケア病棟・日本医療機能評価機構認定病院

稲荷山武田病院
〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町27番地（京阪鳥羽街道駅）
TEL.075-541-3371　FAX.075-532-5115

京都駅前武田透析クリニック
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三旺京都駅前ビル6階
TEL.075-351-9200　FAX.075-351-9201 

康生会クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚ノ棚下る油小路町277
TEL.075-354-7227　FAX.075-354-7228

医療法人 財団 康生会
救急告示病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）認証病院

武田病院
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5（JR京都駅前）
TEL.075-361-1351　FAX.075-361-7602

北山武田病院
〒603-8053　京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町99番地（地下鉄北山駅）
TEL.075-721-1612　FAX.075-701-7399

武田病院画像診断センター（PET センター）
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5(JR京都駅前)
TEL.075-361-1680　FAX.075-361-1682　フリーコール 007-77-5588

梶井町放射線診断科クリニック
〒602-0841　京都市上京区河原町通今出川下る東入る梶井町457番地
TEL.075-950-5751　FAX.075-950-5753

柳馬場武田クリニック
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-213-2216　FAX.075-213-2217

京都壬生苑診療所
〒604-8821　京都市中京区壬生梛ノ宮町31番地
TEL.075-823-3371　FAX.075-822-6550

☆柳馬場訪問看護ステーション
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-212-7266　FAX.075-212-7321

（高齢サポート・下京中部）
☆京都市 下京・中部 地域包括支援センター

〒600-8233　京都市下京区西洞院塩小路上る北不動堂町573
TEL.075-361-2141　FAX.075-361-2145

武田病院健診センター
〒600-8216　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町608 日本生命京都三哲ビル3F
TEL.075-746-5100　FAX.075-361-3829

人間ドック健診施設機能評価認定

〒607-8080　京都市山科区竹鼻竹ノ街道町92番地 山科駅前ラクト山科C棟3階
TEL.075-581-0910(山科武田ラクトクリニック) TEL.075-746-5100（山科武田ラクト健診センター）
FAX.075-581-0991

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター 人間ドック健診施設機能評価認定

たけだ診療所（免疫・遺伝子クリニック）
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三旺京都駅前ビル1階
TEL.075-351-8282　FAX.075-351-8448

救急告示病院・臨床研修指定病院・歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・人間ドック健診施設機能評価認定

宇治武田病院
〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-26（JR宇治駅前）
TEL.0774-25-2500　FAX.0774-25-2353
医療機関併設型

木津屋橋武田病院 介護医療院
木津屋橋武田クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下ル油小路町293番地
TEL.075-343-1766　FAX.075-343-5739

百万遍クリニック
医療法人 悠仁会

〒606-8225　京都市左京区田中門前町103-5　京都パストゥール研究所ビル1F
TEL.075-791-8202　FAX.075-705-0025

医療法人 財団 宮津康生会
日本医療機能評価機構認定病院

宮津武田病院
〒626-0041　京都府宮津市鶴賀2059番地の1（京都丹後鉄道宮津駅）
TEL.0772-22-2157　FAX.0772-22-1125

宮津武田病院訪問看護ステーション
〒626-0041　京都府宮津市字鶴賀2058 番地の7
TEL.0772-22-2525　FAX.0772-22-2526

京都市 醍醐・南部 地域包括支援センター ☆
（高齢サポート・醍醐南部）
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-6572　FAX.075-575-4738

社会福祉法人 京都悠仁福祉会
特別養護老人ホーム ヴィラ稲荷山 ※☆
ヴィラ稲荷山デイサービスセンター ※☆
〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町23番
TEL.075-561-6550　FAX.075-561-6552

京都認知症総合センター
〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-35

特別養護老人ホームヴィラ鳳凰 ※☆
デイサービスセンターヴィラ鳳凰 ※☆
ケアハウスやまぶき ※☆
TEL．0774-25-2577　　FAX．0774-25-2788

グループホームヴィラ鳳凰 ☆
TEL．0774-25-1130　FAX．0774-25-2788

オレンジデイサービスセンターヴィラ鳳凰 ☆
TEL．0774-25-1120　FAX．0774-25-1121

訪問看護ステーションふくろう ※☆
TEL．0774-25-1150　FAX．0774-25-1161

訪問介護ステーションふくろう ※☆
TEL．0774-25-1160　FAX．0774-25-1161

京都認知症総合センタークリニック
TEL．0774-25-1110　　FAX．0774-25-1108

カフェほうおう
TEL．0774-25-1125　FAX．0774-25-2788

特別養護老人ホーム ヴィラ山科 ※☆
ヴィラ山科デイサービスセンター ※☆
ヴィラ山科オレンジデイサービスセンター ※☆
〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6677　FAX.075-572-6866

訪問介護ステーション ヴィラ山科 ※☆
〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-575-5252　FAX.075-575-5055

京都市 大宅 地域包括支援センター ☆
（高齢サポート・大宅）
〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6660　FAX.075-575-5055

特別養護老人ホーム 加茂の里 ※☆
デイサービスセンター 加茂の里 ※☆
ケアハウス あじさい ※☆
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-7607　FAX.0774-76-7802

訪問看護ステーション あじさい ※☆
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0234　FAX.0774-76-7802

訪問介護ステーション 加茂の里 ※☆
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東二丁目2番地1 ユニ加茂壱番館（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0233　FAX.0774-76-8461

軽費老人ホーム ヴィラ城陽 ※☆
訪問介護ステーション ヴィラ城陽 ※☆
〒610-0114　京都府城陽市市辺笹原1番地
TEL.0774-55-1875　FAX.0774-54-3321

グループホーム鳳凰槇島 ※☆
複合型施設鳳凰槇島 ※☆
〒611-0041　京都府宇治市槇島町大川原35-5
TEL．0774-25-2050　FAX．0774-25-2160

城陽市立東部デイサービスセンター ※☆
〒610-0102　京都府城陽市久世芝ヶ原6番地の2
TEL.0774-56-2530　FAX.0774-56-2531

三条小川デイサービスセンター ※☆
〒604-8246　 京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL.075-254-1106　FAX.075-254-1107

たけだホームヘルプサービス三条小川 ※☆
〒604-8246　京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL：075-211-5999　FAX：075-254-1107
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地
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の
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が
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り
や
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く
」「
安
心
」を
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じ
る
身
近
な
病
院
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
よ
う

あ
ら
ゆ
る
面
で
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

長
期
間
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
一
時
、
国
内
で
は
終
息
に
向
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
感
染
力
の

強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
広
が
り
で
、
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
か
ら
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は

じ
ま
り
、
経
口
型
の
治
療
薬
（
飲
み
薬
）
が
国
内
で
承
認
・
処
方
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
予
防
・
治
療
と
も
に
新
た
な
体
制
づ
く
り

を
当
グ
ル
ー
プ
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
の
努
力
で
明
る
い
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
治
療

京
都
で
も
経
口
薬
の
使
用
を
開
始

　

い
よ
い
よ
新
型
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ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経

口
型
治
療
薬
が
国
内
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
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ル
ク
社
が
開
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し
た
モ
ル
ヌ
ピ
ラ

ビ
ル
（
販
売
名
：
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
カ
プ
セ
ル

２
０
０
㎎
）
で
す
。
臨
床
試
験
で
は
入
院

ま
た
は
死
亡
の
リ
ス
ク
を
30
％
下
げ
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
効
果
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
グ
ル
ー

プ
も
昨
年
12
月
の
承
認
後
、
コ
ロ
ナ
受
け

入
れ
病
院
へ
の
配
置
を
す
ぐ
に
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
点
滴
薬
が
中
心
で
し
た

が
、
飲
み
薬
の
登
場
は
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

に
な
る
と
感
じ
ま
す
。

　

経
口
薬
に
つ
い
て
は
他
に
、
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
や
日
本
の
塩
野
義
製
薬
な
ど
複
数
の

製
薬
会
社
が
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
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レ
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ス
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ロ
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ド
薬
の
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サ
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ゾ
ン
、
抗

炎
症
薬
の
バ
リ
シ
チ
ニ
ブ
が
中
等
症
～
重

症
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
軽
症
～

中
等
症
で
は
中
和
抗
体
薬
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
経
口
薬
の
モ
ル
ヌ
ピ
ラ

ビ
ル（
主
に
軽
～
中
等
症
の
使
用
を
想
定
）

が
加
わ
る
な
ど
、
治
療
の
選
択
肢
は
今
後

も
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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染
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、
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目
の
ワ
ク
チ
ン
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わ
ゆ
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ブ

ー
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に
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り
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た
。
ま
ず
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療
従
事
者
か
ら
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始
し
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高
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方
や
基
礎
疾
患
を
有
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る
方
な
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高
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方
、
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介
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症
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。
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フ

ァ
イ
ザ
ー
社
だ
け
で
な
く
モ
デ
ル
ナ
社
の

ワ
ク
チ
ン
も
承
認
さ
れ
、
２
月
よ
り
一
般

向
け
接
種
が
本
格
化
し
ま
す
。

百
万
遍
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

ワ
ク
チ
ン･
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
機
関
に

　　

ま
た
蔓
延
防
止
で
重
要
と
な
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
当
グ
ル
ー
プ
の

百
万
遍
ク
リ
ニ
ッ
ク（
左
京
区
）で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
・
抗
原
検
査
・
抗
体
検
査
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
発
熱
外
来
も
開
設
し
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
経
済
産
業
省
所
管
の
Ｔ
ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ 

に
も
登
録
し
て
お
り
、
渡
航
者
に
対
し
て

必
要
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
し
く
は
抗
原
検
査
）を
行

い
、
検
査
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
無
症
状
者
の
検
査
環

境
整
備
事
業
の
実
施
事
業
者
と
し
て
、
無

症
状
の
方
の
無
料
検
査
で
あ
る
「
ワ
ク
チ

ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
定
着
促
進
事
業
」

「
感
染
拡
大
傾
向
時
の
一
般
検
査
事
業
」を

実
施
し
ま
す
（
Ｐ
12
参
照
）。

急
激
な
制
度
変
化
は

医
療
提
供
体
制
に
影
響
す
る

　

さ
て
、
医
療
提
供
体
制
を
支
え
る
経
営

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
閣
議
決
定
し
た
経
済
対
策

で
は
、「
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
一

定
の
役
割
を
担
う
看
護
職
の
報
酬
を
段
階

的
に
３
％
程
度
引
き
上
げ
る
」な
ど
、華
々

し
い
目
玉
政
策
を
掲
げ
、
財
政
支
出
を
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
今
年

４
月
に
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定
は

「
０
・
94
％
の
マ
イ
ナ
ス
」と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
訳
は
本
体
が
プ
ラ
ス
０・
43
％
で

薬
価
が
マ
イ
ナ
ス
１
・
35
％
で
す
。
技
術
料

や
医
療
提
供
体
制
へ
の
評
価
と
な
る
本
体

が
上
が
っ
た
の
な
ら
経
営
が
良
く
な
る
だ

ろ
う
と
の
印
象
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、薬
価
が
下
が
る
影
響
を
受
け
る
う
え
、

処
方
箋
が
反
復
利
用
で
き
る
「
リ
フ
ィ
ル

処
方
箋
」
が
導
入
さ
れ
る
た
め
、
外
来
で

の
再
診
患
者
さ
ん
が
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
導
入
は
、
患

者
さ
ん
の
ご
負
担
が
減
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
で
、
診
察
の
な
い
処
方
と
な
る
た

め
患
者
さ
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

急
激
な
変
化
は
経
営
規
模
の
小
さ
な
事

業
体
に
と
っ
て
深
刻
な
も
の
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
と
く
に
現
政
権
は
、
進
む
と
き

も
戻
る
と
き
も
ス
ピ
ー
ド
重
視
な
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
経
営
規
模
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
方
の
安

心
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
、
思
わ
ぬ
破
綻
を
き
た
さ
な
い
よ
う

注
意
深
い
制
度
運
営
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
な
ど

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の
取
り
組
み

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
は
、
当
グ
ル
ー
プ
が
地
域
医

師
会
と
一
緒
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
ド
ク
タ
ー
対
象
の
勉
強
会
も
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
の
み
の
方
式
か
ら
、
会
場
参
加
を

併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
医
療
の
質
を
高
め
、
顔
の
見
え
る

連
携
を
よ
り
高
め
て
い
け
る
よ
う
不
断
の

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
武
田
病
院
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー

で
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積

量
を
画
像
化
す
る
装
置
で
、
認
知
症
の
背

景
疾
患
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
さ
ら

な
る
早
期
発
見
・
正
確
な
診
断
・
治
療
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
人
統
合
な
ど
基
盤
強
化
を
図
り

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

　

介
護
分
野
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
青
谷
福
祉
会
を
社
会
福
祉
法
人
悠
仁
福

祉
会
が
吸
収
合
併
し
、
本
年
１
月
１
日
か

ら
「
社
会
福
祉
法
人
京
都
悠
仁
福
祉
会
」

に
改
称
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え

ま
し
た
。福
祉
部
門
の
一
本
化
に
よ
っ
て
、

経
営
基
盤
の
強
化
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職

場
づ
く
り
、
ご
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
領
域
に
よ
ら

ず
、
地
域
の
方
が
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
を

「
分
か
り
や
す
く
」「
安
心
を
感
じ
る
」
組

織
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
な
る

努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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た
け
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アミロイドPET検査（武田病院画像診断センター）

医療従事者を対象とした新型コロナウイルス
ワクチン接種（３回目）の様子

青谷福祉会の発展を支えた武田道子理事長（武
田病院グループ副理事長）の功績に対し武田隆久
理事長が花束を贈呈しました。



「 
道 

」

て
い
た
だ
き
、
す
っ
き
り
と
し
た
気
分
で

お
寺
を
出
ま
し
た
。
少
し
荒
れ
模
様
で
し

た
が
、
と
て
も
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
加
え
て
、
私
の
名
前
の〝
道
〟

は
佛
教
界
で
は
最
高
に
良
い
字
で
あ
る
と

云
っ
て
頂
き
、
さ
ら
に
気
分
が
よ
く
な
り

ま
し
た
。〝
道
〟は
ど
こ
迄
も
続
く
と
云
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

私
の
父
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ

て
居
た
の
で
し
ょ
う
か
し
ら
と
思
い
つ
つ
、

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
う
す
暗
く
な
っ
た

家
の
中
に
は
、
美
し
い
花
が
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
し
な
び
か
か
っ
て
い
た
草
花
が

ぱ
っ
ち
り
と
目
を
さ
ま
し
て
く
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
寅
さ
ん
で
す
。

寅
年
生
ま
れ
に
あ
う
職
業
は
〝
経
理
〟
と

か
〝
俳
優
〟
と
か
〝
作
家
〟
と
か
あ
が
っ
て

居
り
ま
す
が
、
私
は〝
医
師
〟と
し
て
間
違

っ
て
過
ご
し
て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。
で

も
無
事
に
60
余
年
を
過
ご
し
て
来
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
御
座
居
ま
す
。
干
支
の
置
物
に
は
〝
お

た
け
び
〟の
姿
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

健
康
寿
命
は
更
に
延
び
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
男
性
72
・
68
歳
、
女
性
73
・
68
歳
。

女
性
の
健
康
寿
命
の
数
字
は
京
都
の
数
字

で
す
。
京
都
は
出
生
率
が
最
低
に
近
い
の

で
す
が
、
大
学
進
学
率
は
日
本
一
と
聞
い

て
居
り
ま
す
。
バ
ラ
色
の
人
生
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
日
野
原
先
生
は

〝
無
理
を
し
な
い
で
自
分
に
合
っ
た
方
法

で
笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に
歩
こ
う
〟
と

云
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。笑

顔
は
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。
顔
は
心

の
鏡
と
申
し
ま
す
。
鏡
の
前
で
い
ろ
い
ろ

笑
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
！

汗
ば
む
く
ら
い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
絵

を
描
く
、
字
を
書
く
、
恥
を
か
く
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。

紺
碧
の
空
に
い
わ
し
雲
が
た
な
び
き
、

夜
に
は
凛
と
し
た
月
が
輝
い
て
居
り
ま
す
。

京
都
は
特
に
底
冷
え
と
云
わ
れ
る
お
寒

さ
が
御
座
居
ま
す
。

〝
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
〟晴
天
の
日
は
気

持
ち
よ
い
季
節
で
御
座
居
ま
す
。
し
か
し

今
は
あ
た
り
を
見
回
し
ま
す
と
、
マ
ス
ク

マ
ス
ク
の
風
景
が
広
が
っ
て
居
り
ま
す
。

私
達
は
今
、
目
に
見
え
な
い
汚
染
さ
れ
た

空
気
の
中
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
大
変
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
外
へ
出
か
け
る
こ
と
も
難

し
い
状
態
で
す
。
家
の
中
に
ば
か
り
暮
ら

し
て
居
り
ま
す
と
、
免
疫
が
落
ち
て
ま
い

り
ま
す
。
今
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
ど
こ

迄
有
効
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

だ
け
が
頼
み
の
〝
つ
な
〟
な
の
で
す
。

１
日
１
回
は
外
の
空
気
に
触
れ
ま
し
ょ

う
。
太
陽
の
光
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
た
日
々
を
過
ご

さ
な
い
と
、
免
疫
が
落
ち
て
病
気
に
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
私
は
今
年
も
晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
永

平
寺
へ
参
り
ま
し
た
。
北
陸
路
は
お
弁
当

を
忘
れ
て
も
傘
を
持
っ
て
行
く
よ
う
に
と

云
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
今
に
も
む
つ
か
し
い

お
天
気
の
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

時
々
、ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
、

も
う
お
日
様
が
笑
っ
て
い
る
と
云
っ
た
お

天
気
で
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
お
天
気
で
も
大
好
き

で
す
。
何
も
か
も
洗
い
流
さ
れ
た
よ
う
で

身
も
心
も
す
っ
き
り
い
た
し
ま
す
。
永
平

寺
の
杉
の
林
の
中
に
入
り
ま
す
と
、
ま
す

ま
す
心
が
休
ま
る
の
で
御
座
居
ま
す
。

お
天
気
が
悪
い
中
で
し
た
が
、
お
若
い

僧
侶
に
迎
え
ら
れ
、
長
い
時
間
に
わ
た
り

熱
心
に
拝
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

後
は
大
僧
正
と
し
ば
ら
く
お
話
し
を
さ
せ
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子



元来好きなことにはのめり込む性格なので、よりハー

ドにと追い込んでいくにつれてかつてのスパーリング

と同じような不整脈を頻回に自覚するようになった。

そこでApple Watchを思い出したわけだ。

試してみると指の脈波から分析しているだけのはず

なのに、そうとは思えないほどクリアな心電図が表

示される。

発作を自覚した際に測定すると…面白いように何度も

「心房細動」と表記された。

とは言え今に始まったことではないので、臭い物に蓋

をするように放置していたのだが徐々に頻脈が激しく

なり始め、ひどい時には200回 /分にまで上昇するよ

うになった。

一般に正常脈拍数は60～100回 /分とされているので

実に数倍だ。

この状態になると息苦しさや軽い立ちくらみのような

感覚も伴うので、特にバイクに乗っている時などには

少し恐怖さえ覚えた。

何より心房細動を有する人は、無い人と比べて脳梗

塞の発症率が２～７倍高くなる。

いつも何となく主治医をお願いしている康生会クリニ

ックの桝田先生に相談したところ、不整脈科の垣田

先生の外来受診を勧められた。

何年かぶりにホルター心電図検査を受けたのだが、

その時に限って自覚的な発作が出なかったので「ホ

ルターあるあるだな」などと思っていたら結構な頻度

で発作が出現していたらしい。

結果として垣田先生から充分な説明を受けた上で「心

臓カテーテルアブレーション治療（経皮的心筋焼灼

術）」を受けることに決めた。

私の学生時代にはアブレーションという治療法は存

在しなかったので、臨床医の常識として「カテーテル

を用いて心房内のマクロリエントリー（電気的な興奮

が回路を形成すること）を高熱や冷却で遮断する」と

いう程度のことしか知らなかった。

しかし具体的な方法を聞くと、全身麻酔下に右心房

から心房中隔に穴を開けて左心房へ辿り着き肺静脈

の入り口をレーザーの高熱で焼灼するとのことで…正

直ビビった。

簡単に言うと心臓内に穴を開けてレーザーで火傷さ

せるということなのだが、どこのどなたが最初にこん

なファンキーな手技を思いついたのかが不思議でな

らない。

アブレーション当日の朝に入院し、午後から手技が

行われた。

と言ってもカテーテル室に入室して、あっという間に

全身麻酔がかかったので記憶はほぼ無い。

術後に「無事に終わりました」と聞こえたような気が

するが、気がつくと病室に戻っていた。

翌日に心電図や心臓エコー監査を受け創部のチェッ

クも受けた。

全身がとても重い感じがしたのだが、少し無理を言

って退院を許可していただいた。

帰宅後にシャワーを浴びるといつの間にか寝落ちして

しまい、その後も泥のように眠ってしまった。

翌日から出勤はしたものの、重く感じる身体は自分の

ものでは無いような錯覚を感じた。

しかし術後１週間ほど経過した頃から徐々に体力が

戻る感覚を実感して今に至る。

この原稿を書いている時点で術後２週間目なのでま

だ本調子とは行かないが、永年の持病が克服された

暁には何か新しいことにチャレンジしてみたいという

漠然とした気力も湧き始めた今日この頃だ。

医学の進歩に感謝！

そして何よりも、垣田先生を始め今回お世話になっ

た全ての皆さまに心より感謝を申し上げます。

前回このコラムで「プチ闘病記」を書いたのは、変形

性手関節症の手術を受けた件に関してであったので

もう７年も前の話になる。

この間に大病を患わなかったことに感謝したい。

10年ほど前に格闘技の練習時、特にスパーリングの

際に息が上がりやすくなったような気がした時期が

あった。

当時は既に年齢も40代半ばとなっていたので「これ

が歳をとるということか」と妙に納得したのを覚えて

いる。

しかし詳しく自分を観察してみると、息が上がるとい

うよりは心拍数が上がっていることに気がついた。

当時は練習を終えて皆と飲みに行くのがルーチンワ

ークだったのだが、その間もずっと頻脈が続いている。

正確には就眠するまで続いており、翌朝には治って

いるという状態だった。

これは流石に異常だなと思い循環器内科の診察を受

けたのだが、その時には異常なし。

ホルター（24時間）心電図も装着してもらったのだが、

これも異常なし。

しかし症状的には発作性上室性頻拍症だろうとのこ

とで内服薬を処方いただき、それを服用することで

少しマシになった。

しばらくは小康状態が続いたのだが、再び似たよう

な状態が続くようになった。

その際にも内服薬を変更して再び落ち着きを取り戻

し小康状態となった。

それから月日は流れ50歳を過ぎた頃から足趾や肋骨

が折れ易くなり、その他の関節にもガタが来始めた

のでようやく諦めがついてスパーリングは卒業するこ

とにした。

思えば30年以上も続けたのだから満足すべきだろう。

当時からは５年ほど経過しているが、気が付けば波

平さんよりも年上になってしまった…

表向きには怪我が絶えなくなったというのが引退の

理由だったが、実際には再び頻脈の出現頻度が増え

始めて少し怖くなったのも諦めがついた理由の一つだ

った。

この時期に発売されたApple Watch４に心電図測定

機能があると聞いたので、アップルストアに急ぎ出向

いて店員さんに話を聞いたのだが、日本では「医療

機器の法的な縛りがあるという理由で導入が見送ら

れた」とのことで肩を落として帰ったことを覚えてい

る。

いつしかApple Watchの件は忘れてしまったのだが、

とある会に参加していた際にふと思い出して知人にそ

の話をすると「心電図取れるよ」と言って見せてくれた

のがキッカケとなり最新のApple Watch７を購入した。

話は変わるが昨年のコロナ禍から所謂「巣篭もり状

態」の日々が続いたので、自宅のトレーニング機器を

更新してかなり本格的なトレーニングを始めた。

おかげで服のサイズもすっかり変わってしまい、殆ど

を買い換える羽目になった。

プチ闘病記 neo
武田　隆司武田病院グループ　専務理事

医療法人財団　康生会　理事長
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活
気
が
人
々
の
心
を
め
ぐ
り

皆
が
前
に
動
き
出
す
明
る
い
年
に

い
か
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
野
原
先
生
か
ら
は
、「
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ

の
施
設
・
機
能
の
拡
大
は
日
本
の
医
療
機
関
の

な
か
で
も
例
外
中
の
例
外
。
方
針
が
ス
タ
ッ
フ

全
体
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
だ
け
で

な
く
若
い
人
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
、
望
外

の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院

経
営
の
厳
し
さ
を
知
る
大
先
輩
で
す
の
で
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

本
当
に
終
始
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
た
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
お
二
人
と

も
鬼
籍
に
入
ら
れ
、非
常
に
寂
し
い
限
り
で
す
。

そ
れ
で
も
お
二
人
か
ら
い
た
だ
い
た
「
思
い
や

り
の
心
」
は
い
ま
も
私
の
心
を
ほ
っ
と
温
か
く

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

人
は
振
り
返
っ
て
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
株
の
脅

威
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

面
白
い
こ
と
に
大
手
検
索
サ
イ
ト
の
調
査
に

よ
る
と
、
昨
年
２
月
以
降
、「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
が
急

増
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
困
難
な
な
か
に
あ
っ

て
も
、
明
る
い
話
題
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
こ
う
と
の
前
向
き
な
気
持

ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
明
る
く
す
る
研
究
分
野
に
目
を

向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
総
務
省
が
昨
年
ま
と
め

た
「
明
日
へ
の
統
計
２
０
２
１
」
に
よ
る
と
、

本
邦
の
女
性
研
究
者
数
は
過
去
最
多
の
15
万

８
９
０
０
人
と
な
り
、
女
性
の
割
合
も
16
・
９

％
と
伸
び
て
い
る
そ
う
で
す
。
も
と
よ
り
医
療

で
は
多
く
の
女
性
医
師
が
活
躍
し
て
お
り
、
臨

床
医
療
に
勤
し
む
一
方
で
研
究
者
で
も
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
看

護
、
栄
養
な
ど
幅
広
い
領
域
で
日
々
、
研
究
が

行
わ
れ
て
お
り
、
当
グ
ル
ー
プ
も
こ
れ
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
基
礎
研
究
分
野
は
予
算
が
世
界
と
比

較
し
て
少
な
い
と
の
反
省
も
あ
り
、
国
は
「
世

界
と
伍
す
る
」
を
掲
げ
た
10
兆
円
規
模
の
フ
ァ

ン
ド
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
研
究
環
境
の
風
通
し
を
良
く
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

さ
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
密
を
避
け
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
個
人
で
嗜
む
趣
味
を
は
じ

め
た
方
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
趣
味
、
と

く
に
芸
術
は
心
に
豊
か
さ
を
持
た
せ
て
く
れ
ま

す
の
で
、
お
薦
め
し
ま
す
。
色
々
な
こ
と
に
感

心
を
持
ち
、
冒
頭
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

よ
う
に
、
皆
が
動
き
だ
す
こ
と
で
明
る
い
年
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

令
和
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
寅
で
す
。
こ
の
寅
で
す
が
、

後
漢
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
漢
書
」
に
よ
る
と
、

春
が
来
て
草
木
が
生
ず
る
状
態
を
「
螾（
い
ん
）」

と
し
、
後
に
動
物
の
虎（
寅
）の
文
字
が
あ
て
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
螾（
寅
）は
動
く
と
い
う

意
味
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
た

様
々
な
事
象
が
本
格
的
に
動
き
出
し
、
明
る
く

希
望
に
あ
ふ
れ
る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

あ
る
占
い
に
よ
る
と
、
今
年
は
36
年
に
一
度

の
「
最
も
金
運
が
高
ま
る
年
」
だ
そ
う
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
非
常
に
長
い
デ
フ
レ
が
続

き
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ
て
経
済
・

雇
用
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
さ
ら

に
昨
年
は
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
事
件
」と
呼
ば
れ
る
、

社
会
的
な
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
、
あ
る
い
は

社
会
に
敵
意
を
抱
く
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
無
差

別
傷
害
事
件
ま
で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
特
徴

と
し
て
、
社
会
的
に
失
う
も
の
が
無
い
た
め
、

犯
罪
を
起
こ
す
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
も
な
い

こ
と
が
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
運
と
は
申
し
ま
し
た
が
、
活
気
が
人
々
の

心
を
め
ぐ
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
不
穏
な
空
気

を
払
拭
し
、誰
も
が
稼
ぎ
、ス
キ
ル
を
高
め
、自

信
を
持
ち
、
人
と
交
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
け

る
社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
「
自
分
も
大
切
だ
け
ど
他
の
人

も
大
切
」
と
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

思
い
起
こ
し
ま
す
の
は
「
本
当
に
大
切
な
も

の
は
目
に
見
え
な
い
」と
の
言
葉
で
す
。

ち
ょ
う
ど
10
年
前
の
２
０
１
２
年
に
日
野
原

重
明
先
生
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
、
そ
し
て
私
の

３
人
で
「
た
け
だ
通
信
１
０
０
号
発
刊
記
念
歓

談
」
を
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
瀬

戸
内
さ
ん
は
、
戦
後
の
日
本
人
は
全
て
の
物
を

無
く
し
た
か
ら
、
目
に
見
え
る
も
の
を
欲
し
が

る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
で
も
本
当
に
大
切
な
も

の
は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
。
そ
れ
は

時
間
で
あ
り
神
仏
で
あ
り
、
そ
し
て
心
で
あ
る

と
説
か
れ
ま
し
た
。

私
も
こ
れ
に
同
感
し
、
50
年
前
か
ら
当
グ
ル

ー
プ
の
経
営
理
念
に
「
思
い
や
り
の
心
」
を
定

め
て
い
る
こ
と
。
当
時
は
「
思
い
や
り
」
と
い

う
言
葉
が
ま
だ
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
。
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
、
地

域
の
方
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

接
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
が
今
日
本

人
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
真
理
な
の
で
は
な

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ　

会
長

�

武
田
　
隆
男
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TAKEDA Information News

より安全で質の高い人工膝関節置換術に向け

最新の術支援ロボットシステムを導入

院内製造薬剤による「認知症ＰＥＴ」を始めました

より精度の高い人工膝関節置換術をめざす宇治武田病

院は、執刀医のサポートを行う最新の手術支援ロボット

システム「ROSA Knee System（ローザ・ニーシステム）」

を昨年、京都府で初めて導入しました。

これまで人工関節置換術は執刀医の熟練度等により手

術成績にバラツキが生じることが珍しくありませんでし

た。これに対し当院が導入した「ROSA Knee System」は、

執刀医が経験や技術で感覚的に行っていた部分を数値化

しサポートすることで、熟練度によらず安全で質の高い

手術へと導いてくれます。 今後も当院は、医療の質の

向上と医療連携に力を注ぎ、地域の医療の質の向上につ

なげる考えです。

武田病院画像診断センターは新たな PET 用薬剤合成シ

ステム「Synthera+」を導入しました。この装置で製造され

る PET 薬剤 Neuraceq（florbetaben※）により、新たな PET

検査として注目されている「認知症 PET」を当施設で行う

ことが可能となりました。認知症の背景疾患をより正確に

把握することが期待されています。

※ドイツのLMI社（Life Molecular Imaging）が開発したPET 検査

用薬剤。アルツハイマー型認知症が疑われる認知機能障害を有す

る患者さんの脳内アミロイドβプラークの可視化に使用されます。

今回、当センターが導入した新たな放射性医薬品

自動合成装置「Synthera+」は、認知症の背景疾患

をより正確に把握することで、先日米国 FDA で迅

速承認された ADUHELM（アデュカヌマブ）など

の治療薬剤の戦略にも大いに寄与するものと期待さ

れています。現段階は保険適用検査ではありません

が、一般的に高価とされている院外施設からのデリ

バリーによるアミロイド薬剤よりも院内製造のため

低価格での提供が可能です。認知症の診断治療に当

センターの PET 検査を一層活用していただければ

幸甚に存じます。

またアミロイド薬剤だけでなく、タウ-PET 製剤

（GTP-1）も製造が可能で、現在、１月中の薬剤製造

認定の取得をめざしています。

当センターは「がん」診断はもとより、新しい領

域にも機能を拡大し、さらに患者さん、地域の医療

機関をバックアップさせていただく考えです。何卒

よろしくお願い申し上げます。

宇治武田病院医療法人 財団 康生会　武田病院画像診断センター

副院長

清水 長司

センター長

林田 孝平

武田病院画像診断センター 予約電話　075-361-1680
お問い合わせ　フリーコール 007-77-5588
祝祭日・年末年始を除く 8：30～18：00（月～金）／8：30～17：00（土）

より安全でより正確に
安定した手術を実現

執刀医の経験や技術に基づく「感

覚」で行っていた部分を詳細に数値

化することで、熟練度の差に関わら

ず正確な骨切りやじん帯バランスの

情報が得られます。また手術の進行

状況に応じてリアルタイムに術前計

画を変更することも容易になりまし

たので、安心・安全でより安定した

手術が可能になりました。

合併症を抑制し QOL
（生活の質）も向上

高精度で手術を支援する「ROSA 

Knee System」の導入により、手術

中の合併症も軽減するため、術後の

リハビリテーションもはかどり、患

者さんの満足度の向上が期待されま

す。

人工関節全置換術で
医療保険が適用

「ROSA Knee System」を使用する

手術は医療保険適用になりますが、

膝の変形程度や骨質、さらに手術前

の生活レベルなど様々な要因により

適応が決定されますので、手術適応

については最終的に医師の判断が必

要です。

ROSA Knee System（ローザ・ニーシステム）は、六軸多関節ロボ
ットアームと光学カメラユニットで構成され、膝の位置を正確に計
測・把握し、人工膝関節を置換するための骨切り量を「0.5㎜単
位」「0.5°単位」の非常に精密な単位で調整・設定することができ
ます。

ROSA Knee System（ローザ・ニーシステム）活用のメリット

陰性像 陽性像

アミロイドPET画像

ホットラボ室 放射性医薬品自動合成装置　Synthera+

アミロイドPET 画像 Neuraceq（florbetaben）
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鉄分を摂って

健康になろう！！
　鉄は、吸収の良い「ヘム鉄」と、吸収されにくい「非ヘム鉄」
の２種類に分類されますが、日本人が摂取している鉄の多く
は「非ヘム鉄」です。吸収力を高めるために、普段から以下の
２つのポイントを意識して鉄分をとるように心がけましょう。

　たんぱく質の多い食材には、鉄分も豊富に含んでい
ます。肉類ならレバーや赤身肉などに比較的多くの鉄が
含まれています。魚も同じく白身より赤身の魚に鉄が多
く含まれます。
　大豆製品は、造血作用のあるビタミンB6、葉酸も含ん
でおり、貧血対策に有効です。

　非ヘム鉄はビタミンCと同時に摂取することで吸収さ
れやすくなります。
　ビタミンCは、熱に弱い性質があるため、新鮮な旬の
野菜や果物を加熱せず、生で一緒に食べることがオスス
メです。

主菜(肉、魚、大豆製品)は毎食必ずポイント①　 ポイント②　ビタミンCを一緒にとる

[作り方]
①ほうれん草はたっぷりの湯で
　ゆでて水にさらし、しっかりと
　水気を絞る。
②❶を食べやすい大きさにカッ
　トし、納豆と醤油、しらすを
　和え、かつお節を飾る。

［作り方］
①柚子は輪切りにし、ぶりと一緒に
　Ａの調味料に30分つける。
②フライパンを熱し、油をひいて、
　ぶりの両面をこんがり焼く。
③春菊は洗い、手でちぎり添える。エネルギー（１人分）350kcal　たんぱく質27.5g　食塩相当量2.9g　鉄1.1mg

エネルギー（１人分）123kcal　たんぱく質11.2g　食塩相当量0.8g　鉄2.2mg

耐熱ボウルにＡの調味料と柚子果汁、
ぶりを入れ、裏表を返しながら５分～
10分置く。
ラップをかけ、両面を600Wの電子レ
ンジで２分加熱する。

調味料に漬け込む時間を短くすること
で、塩分を抑えることが出来ます！！

ほうれん草は冷凍を使用し、調味料も
納豆に付属のからし・醤油を使用する。

かつお節に含まれる旨み成分(イノシン
酸)が素材の味を引き立たせてくれる
ので、塩で味を整えなくても美味しく
仕上がります！！

ぶりの柚庵焼き

材料（４人分）
ぶり…４切れ、春菊…10ｇ、
柚子…１個、油…小さじ２
　　みりん…大さじ１、醤油…大さじ１、
　 　酒…大さじ１

しらす納豆和え
材料(４人分)
ほうれん草…200g、納豆…４パック、
醤油…小さじ２、しらす…100g、
かつお節…適量

木津屋橋武田病院介護医療院
木津屋橋武田クリニック
栄養科
管理栄養士
石倉　祐

普段からの食事で、鉄が過剰になることは少ないですが、
基礎疾患がある方は、医療機関に相談し、必要に応じた鉄
を補給しましょう。

油なし！！
レンジで時短レシピ！！

プラス節塩！！

簡単！！
時短レシピ！！

節塩ポイント！！

[ ]Ａ

ヘム
鉄

豊富

非ヘ
ム鉄

豊富
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TAKEDA Information News

当クリニックでは、整形外科、乳腺外科、内科、放射線科を標榜し、往診・訪問診療等も積

極的に行っており、地域社会への貢献を念頭に置き、診療を行っています。

新型コロナウイルスの感染拡大がはじまった令和２年からは、これに対する取り組みとして

発熱外来・感染症検査・ワクチン接種等を積極的に行ってまいりました。発熱外来は専用の診

察室を設け積極的に診察を行い、各種の検査と導線を分けるなど、安心して受診できる環境づ

くりにも力を注いでいます。詳細は下記連絡先までお気軽にお問合せ下さい。

●海外渡航者向け新型コロナウイルス検査（有料）

当クリニックはTeCOT（海外渡航者新型コロナウイルス検査センター／経済産業省所管）の登録医療機関です。

海外渡航で必要となるPCR検査・抗原検査を行っており、検査証明書の発行を行っています。

●無症状者（発熱等の症状がない方）向け新型コロナウイルス無料検査

当クリニックは「京都府新型コロナウイルス感染症に係る無症状者の検査環境整備事業」の登録実施事業者です。

「ワクチン検査パッケージ等定着促進事業」と「感染拡大傾向時の一般検査事業」の２つの検査を行っています。

ワクチン検査パッケージ等定着促進事業 感染拡大傾向時の一般検査事業

対象

●基礎疾患、副反応の懸念など健康上の理由

によりワクチン接種を受けられない方
●12歳未満の方

●感染リスクが高い環境にある等のため感染不

安を感じる住民（京都府民であれば、ワクチン

接種済・未接種を問いません。）

百万遍クリニック　 075-791-8202 京都市左京区田中門前町103-5
京都パストゥール研究所ビル1F

海外渡航者向け検査（有料）／無症状者向け検査（無料）に取り組んでいます

京都府保健医療功労者等表彰を受賞

オンライン面会の取り組みのご紹介

昨年の 11月８日、上京区のルビノ京都堀川で「令

和３年度京都府保健医療功労者等表彰」が行われ、康

生会武田病院が表彰されました。

これは、保健医療・救急医療・看護業務に関し、そ

の功績が特に顕著な個人・団体を表彰するものです。

当日は、武田純院長が西脇隆俊知事から表彰状を授与

されました。

新型コロナウイルス感染予防のため、武田病院グル

ープでは、オンライン面会への取り組みを広げており

ます。少しでも笑顔の時間を共有していただけるよう、

入院患者さん・利用者さん・ご家族には、画面上では

ありますが、お顔を見ながら面会していただけます。

オンライン面会の詳細は、各施設によって異なりま

す。ご利用の際は、各施設のホームページをご確認く

ださい。

京都府「無症状者に係る
無料検査について」のページ

医療法人 悠仁会　百万遍クリニック

武田病院グループ医療法人 財団 康生会　武田病院

院長　重富 博之
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お家で筋トレ！
　 ～スクワット編～

１０回を２～３セット、息をこらえずに太ももや体幹の筋肉を意識しながら行いましょう！

図1：支えあり 図2：椅子なし 図3：悪い例

使用する筋肉：大腿四頭筋、ハムストリングス、殿筋群

注意点

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ワンポイントフィットネス One Po int  Fitn ess

1  足を腰幅にして椅子に浅めに座る。

2 踵を１０cm引く。

3 体幹を３０度前に曲げる。

4 
お辞儀をしながら太ももの前の

 筋肉を意識しながら立つ。

5 
お辞儀をしながらお尻を突き出

 すようにしながら座る。

椅子を使ったスクワット

かかと

転倒の不安がある方は図１のように支えを持って行ってください。
余裕のある方は図２のように椅子なしで行ってみましょう。その際はお辞儀することを
忘れないことや、図３のように膝がつま先より前に出ないように気を付けましょう。

歴　史
みなさんご存知の柳の木、紀元前400年頃、ヒポクラテスがこの木の樹皮を熱や痛みを軽減す

るために用い、葉を分娩時の痛みを和らげるために使用していたとの記録があります。

19世紀になると柳の木からサリチル酸という物質が分離され、解熱鎮痛薬として用いられたの

ですが、胃腸障害の副作用が多く敬遠されがちでした。しかし1897年ドイツのバイエル社によっ

てサリチル酸をアセチル化することにより、副作用の少ないアセチルサリチル酸が合成され、こ

れが頻繁に使用されるようになりました。

その後1950年にアメリカのクラブンがアスピリンの抗血栓効果を報告し、1985年にアメリカの

食品医薬品局が心筋梗塞予防薬として承認しました。

働　き

アスピリンと言えばまず解熱鎮痛抗炎症作用を思い浮かべる方がほとんどだと思います。これ

らの作用は末梢血管の血流を増やすことにより熱放散を促したり、炎症に関るプロスタグランジ

ンという物質の生合成を抑制することにより起こります。

また少量では血液中の血小板に作用し、凝集しないように働きかけ心筋梗塞や脳卒中などを予

防します。

注意しなければならないこと
アスピリンは胃粘膜保護に関わるプロスタグランジンの産生も阻害し、その結果、胃障害が生

じる可能性があります。そのため胃への副作用を抑制する目的で、病院では胃薬とともに処方さ

れる場合が多くみられます。胃腸への負担を和らげるため胃では溶けずに腸で溶けるよう工夫さ

れていたり、胃薬が配合された薬品もあります。

また喘息がある人は注意が必要です。もし病院でアスピリンをもらう場合は、処方をされる医

師に相談してください。薬局で購入される場合は薬剤師に相談してください。

この薬を心筋梗塞や脳卒中等の予防で長期的に服用されている場合は、出血の副作用も気をつ

けなければなりません。軽い切り傷、擦り傷による出血等は安易に止まりますが、頭蓋内や消化

管からの出血など、重大な出血を引き起こすことがあります。激しい頭痛や、吐き気、血便・血

尿などの症状があれば、すぐに医療機関を受診してください。

最後に
アスピリンを長期的に服用されている場合、家族や知人に服用中であることを伝えたり、お薬

手帳を常時携帯するなどしてください。

稲荷山武田病院　薬局長　吉村 尋典

アスピリンのおはなし
アスピリン―。

お薬に馴染みのあまりない方でも聞いたことがある名前だと思います。

アスピリンは正式にはアセチルサリチル酸といいます。今回はこのお薬の歴史、

働き、注意しなければならないことについてお話ししたいと思います。

筋力は 20～30歳代がピークとなり、50歳以降に年間1～3％低

下し、20歳代に比較して 80歳代では 35～40％筋力が低下する

と報告されています。「椅子から立ち上がるのがつらくなってき

た」「歩くと脚が疲れやすくなってきた」などだんだん

と脚の筋力低下を自覚されている方もいらっしゃるので

はないでしょうか？そこで今回はスクワットを紹介させ

て頂きます。起立動作は生活動作に直結しており、立位バランスの向上や転倒予防の

効果が期待できます。寒くなって外出機会が少なくなり、身体活動量が減少しやすい時期

なので是非お家で筋力トレーニングを行ってみてください。

康生会武田病院　リハビリテーション科　副主任　健康運動指導士　鈴木 喜也

アセチルサリチル酸の模式図
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京都府庁

丸太町通

烏丸通堀川通

都
京

換
転

　
　
都
で
は
、こ
れ
に
先
立
つ
明
治
３
年（
１
８

　
　
７
０
年
）、明
石
博
高（
あ
か
し
ひ
ろ
あ
き

ら
）に
よ
る
進
言
で
、全
国
に
先
駆
け
薬
種
商

業
規
則（
通
薬
業
・
合
薬
業
規
則
）が
公
布
さ

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、明
治
７
年（
１
８
７
４
年
）

に
は
京
都
府
下
の
薬
種
商
を
集
め
、「
京
都
合

薬
會
社
」を
立
ち
上
げ
、本
邦
初
の
医
薬
分

業
の
取
り
組
み
と
言
え
る「
模
範
的
薬
局
ア
ポ

テ
ー
キ（
以
下
、ア
ポ
テ
ー
キ
）」を
上
京
区
と
下

京
区
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
明
石
が
理
想
と
し
た
医
薬
分

業
は
、受
け
入
れ
ら
れ
ず
、調
剤
依
頼
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、ア
ポ
テ
ー
キ
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
後
も
医
薬
分

業
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
の
は
ご
周
知
の

通
り
で
す
。

　
こ
の
ア
ポ
テ
ー
キ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
薬
局
を

意
味
す
るA

potheek

（
ア
ポ
テ
ー
ク
）か
ら
と

ら
れ
て
お
り
、薬
品
や
医
療
機
器
も
オ
ラ
ン
ダ

　
　
薬
分
業
　
　
。医
療
機
関
の
外
来
で
処

　
　
方
箋
を
受
け
取
っ
た
患
者
さ
ん
が
、院
外

の
薬
局
で
お
薬
を
受
け
取
る
お
馴
染
の
シ
ス
テ

ム
で
す
。本
邦
で
医
薬
分
業
が
登
場
し
た
の
は

存
外
古
く
、約
１
５
０
年
前
の
明
治
時
代
に
ま

で
遡
り
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
、当
時
、世
界
で
最
も
進
ん
で

い
た
ド
イ
ツ
の
医
療
制
度
を
取
り
入
れ
る
の
で

す
が
、そ
の
指
導
に
あ
た
っ
た
ド
イ
ツ
陸
軍
軍

医
少
佐
の
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
２
人
の

ド
イ
ツ
人
医
師
は
、当
時
の
日
本
の
薬
剤
の
取

り
扱
い
を
見
て
驚
い
た
そ
う
で
す
。薬
の
ビ
ン

に
は
ラ
ベ
ル
が
ほ
と
ん
ど
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、

書
い
て
い
て
も
薬
品
名
が
デ
タ
ラ
メ
だ
っ
た
の

で
す
。２
人
が
調
剤
・
薬
学
教
育
の
重
要
性
を

政
府
に
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
、明
治
７
年（
１
８

７
４
年
）に
制
定
さ
れ
た「
医
制
」に
は
、医
薬

分
業
が
次
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

「
医
師
タ
ル
者
ハ
自
ラ
薬
ヲ
鬻
ク
コ
ト
ヲ
禁
ス

　医
師
ハ
処
方
書
ヲ
病
家
ニ
附
与
シ
相
当
ノ

診
察
料
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」

「
調
薬
ハ
薬
舗
主
薬
舗
手
代
及
ヒ
薬
舗
見
習

ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
許
サ
ス
」

か
ら
仕
入
れ
ま
し
た
。ア
ポ
テ
ー
キ
は
閉
鎖
し

た
も
の
の
、薬
品
在
庫
が
あ
っ
た
た
め
、京
都

合
薬
會
社
は
明
治
16
〜
17
年（
１
８
８
３
〜
４

年
）頃
ま
で
存
続
し
た
そ
う
で
す
。

　
　
換
点
と
な
っ
た
の
は
厚
生
省（
当
時
）が

　
　
37
の
モ
デ
ル
国
立
病
院
に
院
外
処
方
箋

受
取
率
70
％
以
上
を
指
示
し
た
１
９
９
７
年

で
す
。そ
れ
ま
で
14
％
程
度
だ
っ
た
医
薬
分
業

率
は
２
０
０
３
年
に
50
％
を
超
え
、現
在
で
は

76
・９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。明
石
が
描
い
た
理

想
に
た
ど
り
着
く
の
は
、何
と
も
長
い
道
程

だ
っ
た
の
で
す
。

　
上
京
区
の
ア
ポ
テ
ー
キ
跡
は
、京
都
府
庁
の

正
門
を
臨
む
、下
立
売
通
り
釜
座
通
り
、旧

京
都
府
警
察
本
部
別
館（
文
化
庁
移
転
事
業

に
伴
い
解
体
工
事
中
）敷
地
に
あ
り
ま
す
。通

り
の
西
北
角
に
は
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、当

時
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
文
中
敬
称
略
）

日
本
の
医
薬
分
業
の
先
駆
け
「
模
範
的
薬
局
ア
ポ
テ
ー
キ
」

レオポルト･ミュルレル
（東京大学本郷キャン
パス構内にある胸像）

※京都府立京都学・歴彩館所蔵写真「アボテキ ( 薬調剤所 )」
明治７年に上京区に開設された「模範的薬局アポテーキ」→

国土地理院３D 地図↑

ヒ
サ

医

※2020 年度分 /日本薬剤師会まとめ

初老時代の明石博高
「明治文化と明石博高翁」明石博高顕彰会発行

初老時代の明石博高
「明治文化と明石博高翁」明石博高顕彰会発行

幕末～明治初期に活躍した京都の医師・化
学者・衛生学者。本邦で初めて医師免許試
験の実施を提言するなど数々の偉業を残す。
私財を尽くして医療の発展に貢献した。

さ
か
の
ぼ

の
ぞ

し
の

世界的なパンデミックから２年が経過しようとしてい

る現在、我々は対人援助職として様々な困難に立ち向か

い、現実的な解決策を模索し、今も日々ご利用者と向き

合う毎日を送っています。

このパンデミックで、我々がエッセンシャルワーカー

（必要とされている役割 = 職業）であるのだと、その求

められる役割を実感する一方で、非常に感染リスクの高

い役割でもあるのだと感じます。

マスクを外した日常が描かれているＴＶドラマを目に

すれば、そこに映る「非日常」が「日常」ではないのか

と錯覚してしまうほど、辛抱しながら自粛状態を続けて

いることに気付かされます。それでも「いつかは！」と

マスクの無い日常を夢見て過ごしています。

この２年間では、あらためて仕事の基本となる倫理観

やグループ理念である「思いやりの心」の大切さを実感

しています。

さて、予（かね）てから懸案事項となっていた社会福祉

法人の運営基盤をより強固なものとするため、2021年11

月２日に青谷福祉会を悠仁福祉会に合併し、2022年１月

１日付けで名称を京都悠仁福祉会に改め、新たにスター

トいたしました。今後は、厚生労働省がとりまとめた「社

会福祉連携推進法人の運営の在り方等に関する検討会と

りまとめ（令和３年５月14日）」で示された社会福祉法

人本来の地域における公益的な役割や取組を実践・促進

してまいります。

夢は大きく、「介護をなりたい職業Ｎｏ．１に！」を実現

するため、パーソンセンタードケアを基本に職員一人ひ

とりが希望を持ち、働きつづけられる組織づくりに貢献

してまいりたいと思います。

本部福祉介護部　部長　小林 啓治

職員一人ひとりが
希望を持てる組織づくりを推進

介護をなりたい職業No.1 に！

16119TAKEDA17 119 TAKEDA



ハイレベルなケアを提供するスペシャリストナース
武田病院グループの特定認定看護師・特定看護師・認定看護師のご紹介

ナーシングメッセージナーシングメッセージ

認定看護師は、日本看護協会が行っている認定看護師認定審査に合格し、21ある認定看護分野いずれかにおいて、高いレベ
ルの看護を実践するスペシャリストです。
一般の看護師の模範となる臨床業務を実践し、医療従事者に対しての指導やコンサルテーションを行い質の高い看護で現場
を引っ張り、チーム医療の推進には不可欠な存在です。
武田病院グループには 2022 年 1月現在 21分野中、13分野 33名の認定看護師が在籍しています。また特定行為研修修了者は

７名在籍しています。グループ施設間のスケールメリットを活かして、必要な領域の認定看護師にタイムリーに相談・指導・
ラウンド・研修を依頼しています。
少子超高齢社会におけるニーズに医療・介護サービスの提供体制の改革や医師の働き方改革が求められている中、施設・部
署に留まらず、組織的なアプローチや地域医療への役割や期待に認定看護師・特定行為研修修了者の専門性を活かして応えて
いきたいと思います。

看護師
氏名

専門
分
野

所属施設
小笹 考史

特定認定
看護師

心不全
看
護

医

仁
会武田総合病院

大塚 直子

特定認定
看護師

クリティカル
ケ
ア

武田病院

大亀亜里紗
特定看護師

術中麻酔
管
理

武田病院
加藤 昌子

特定認定
看護師

十
条
武
田
リ
ハ
ビ

リ
テーション病院

皮膚・排泄
ケ
ア

中本 深雪

特定認定
看護師

皮膚・排泄
ケ
ア

医

仁
会武田総合病院

森川 玲子

特定認定
看護師

医

仁
会武田総合病院

クリティカル
ケ
ア

小片 俊輔医

仁
会武田総合病院

クリティカル
ケ
ア

特定認定
看護師

渡邉 真理
認定看護師

救急
看
護

武田病院

山田 愛
認定看護師

武田病院

救急
看
護

松本 誉伸
認定看護師

集中
ケ
ア

武田病院

永井さやか
認定看護師

皮膚・排泄
ケ
ア

武田病院

半田 雅
認定看護師

皮膚・排泄
ケ
ア

医

仁
会武田総合病院

小牛田和美
認定看護師

救急
看
護

医

仁
会武田総合病院

岸川 志穂
認定看護師

医

仁
会武田総合病院

集中
ケ
ア

萩原 絵理

集中
ケ
ア

医

仁
会武田総合病院

認定看護師

藤井香緒利

感染
制御実践看

護
師

武田病院

加山 結香
認定看護師

感染
管
理

医

仁
会武田総合病院

橋度 晧一
認定看護師

手術
看
護

医

仁
会武田総合病院

大津 惇也
認定看護師

手術
看
護

医

仁
会武田総合病院

田辺美代子
認定看護師

摂食
・嚥下障害

看
護

医

仁
会武田総合病院

辻井 沙智
認定看護師

脳
卒
中

リ
ハビ
リテーション

看
護

医

仁
会武田総合病院

古川 智美
北山武田病院

慢性
呼吸器疾患

看
護

認定看護師
石田 智子

摂食
・嚥下障害

看
護

医

仁
会武田総合病院

認定看護師
加藤 惠子
認定看護師

感染
管
理

医

仁
会武田総合病院

久保 千晴
認定看護師

宇治武田病院

がん性疼痛
看
護

髙橋 友紀
認定看護師

緩和
ケ
ア

医

仁
会武田総合病院

藤谷 薫

緩和
ケ
ア

武田病院

認定看護師
種ヶ嶋由起
認定看護師

がん化学療法
看
護

医

仁
会武田総合病院

多田 智子
認定看護師

認知症
看
護

医

仁
会武田総合病院

久世有紀子
認定看護師

がん化学療法
看
護

武田病院

西塚 秀明
認定看護師

認知症
看
護

武田病院

植田 実樹
認定看護師

稲荷山武田病院

緩和
ケ
ア

野口 幸子
認定看護師

稲荷山武田病院

緩和
ケ
ア

村井 睦美
認定看護師

がん性疼痛
看
護

医

仁
会武田総合病院

磯部 保乃
宇治武田病院

がん化学療法
看
護

認定看護師

38ある｢特定の行為｣について、看護
師が手順書に基づきタイムリーに患者
さんに診療補助を行うことで、患者さ

看護師の特定行為とは 看護師の特定行為とは 

んの症状回復・苦痛の軽減を
早期に図ることをめざす取り
組みです。
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令
和
三
年
度
　
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
合
同
慰
霊
祭

総
本
山
醍
醐
寺
　

壁
瀬
宥
雅
︵
か
べ
せ
・
ゆ
う
が
︶

執
行
長
　
法
話

た
だ
い
ま
は
、
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ

１
１
７
６
名
の
物
故
者
の
ご
廻
向
を
皆
様
と

と
も
に
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
や
治

療
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
医
療
従
事
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
な
努
力
を
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
醍
醐
寺
で
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
一

人
の
感
染
者
を
出
す
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
法
要
や
行
事
を
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
皆
様
方
に
「
弘
法
大
師
・
空
海
」

の
お
話
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

弘
法
大
師
・
空
海
は
、
密
教
を
日
本
に
伝
え

た
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
弘
法
大
師
」
と
は
、

空
海
の
諡
号
（
し
ご
う
）

で
ご
ざ
い
ま
す
。
諡
号

と
は
、
貴
人
や
高
僧
の

死
後
、
天
皇
陛
下
か
ら

送
ら
れ
る
名
前
の
こ
と

で
、
こ
の
諡
号
を
授
か

ら
れ
て
か
ら
今
年
で
ち

ょ
う
ど
１
１
０
０
年
と

い
う
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
空
海
が
「
弘
法

大
師
」
と
い
う
諡
号
を

頂
戴
し
た
の
は
、
空
海

が
亡
く
な
ら
れ
て
86
年

目
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
諡
号
に
つ
い
て
は
、
醍
醐
寺

も
非
常
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
当
時
の
第

一
世
座
主
、
観
賢（
か
ん
げ
ん
）僧
正
が
、
醍
醐

寺
と
非
常
に
深
い
縁
が
あ
る
醍
醐
天
皇
に
願

い
出
ら
れ
、
醍
醐
天
皇
か
ら
空
海
に
「
弘
法

大
師
」
と
い
う
諡
号
が
下
賜
さ
れ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

空
海
が
醍
醐
天
皇
か

ら「
弘
法
大
師
」の
諡
号

を
賜
っ
て
か
ら
、
観
賢

僧
正
は
す
ぐ
に
お
大
師

さ
ま
が
眠
っ
て
お
ら
れ

る
高
野
山
の
奥
の
院
へ

御
衣
替
の
た
め
に
登
ら

れ
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

一
心
に
祈
り
を
さ
さ
げ

る
こ
と
で
お
大
師
さ
ま

が
御
姿
を
現
わ
さ
れ
、

御
衣
を
取
り
か
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
お
大
師
さ
ま
の

お
姿
は
、
色
つ
や
が
非
常
に
良
く
て
、
ま
さ

に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
の
よ
う
で
、
定

に
入
っ
た
状
態
に
見
え
た
と
観
賢
僧
正
は
お

っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
弘
法

大
師
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
」
と
か
、

「
奥
の
院
で
未
だ
に『
定（
じ
ょ
う
）』に
入
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
空
想
説
が

生
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
参
拝
が
１
２
０
０

年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
諡
号
の
尊
さ
と
い
う

も
の
を
今
感
じ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
皆
様
、
本
当
に
よ
く
ご
参
詣
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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　たけだ通信119号はいかがだったでしょうか。今号も重要テーマの一つとなったのは新型

コロナウイルス感染症への対応です。

　振り返ってみれば、編集作業が本格化した2021年12月頃、国内の新型コロナウイルスの

新規感染者数は急速に減少し、あちこちで「いよいよ終息が近いのだろうか」といった期待

感がにじんでいました。ところが、11月末に国内（空港検疫）ではじめて確認されたオミク

ロン株が、暮れには感染数が３ケタにまで急増する状況となり驚きました。

　

　人類はかつて天然痘ウイルスを根絶させていますが、その道程も大変だっ

たようです。京の医史跡（P17）でご紹介している明石博高氏もこの偉業に

取り組んだ一人で、「明治文化と明石博高翁」（1942年発行）では氏の言

葉が次のように綴られています。

 『その頃醫事思想普及せず痘跟となるも運命であると云ふ位の思想が抜け切
　 れず、何とかして言を左右して種痘を避けんと試る頑迷の輩が多かつた』

　150年を隔てた現代とのオーバーラップに驚きます。

 同書によると、種痘（天然痘の予防接種）をなんとかして避けようとする人があまりに多かったため、明石氏は戸籍簿に種痘

が済んでいるかを記入する布告を出すよう議会を動かし、さらに種痘を行った人には「種痘證符」を公布するようにしたとあり

ます。まさに現代の「ワクチン接種証明書」の原点ですね。

　防疫も治療も常に状況が変化しています。今後も当グループは、その時の状況に合った最善の対応を推進していく考えです。

引き続きどうぞ宜しくお願い致します。

「たけだ通信」編集室

あばた

つづ

い




